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公
の
施
設
（
保
育
園
・
病
院
・
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
に�

　
係
る
指
定
管
理
者
制
度
の
手
続
条
例
が
可
決
。�

　「
公
の
施
設
」
は
、
２
０
０
３
年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、
管
理

委
託
制
度
を
廃
止
し
、
株
式
会
社
を
含
め
た
民
間
参
入
が
可
能
な
「
指
定

管
理
者
制
度
」
が
導
入
さ
れ
、
３
年
以
内
に
移
行
す
る
か
直
営
に
戻
す
か

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
度
で
す
。
津
南
町
で
も
来
年
４
月
実
施
に
向

け
、
今
回
手
続
き
条
例
が
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。�

　
津
南
町
税
条
例
の
一
部
改
正�

　
町
民
税
・
固
定
資
産
税
の
前
納
奨
励
金
を
廃
止
す
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
、
可
決
し
ま
し
た
。�

　
大
平
玄
三
氏
（
72
才
）
が
10
月
９
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。�

　
大
平
氏
は
、
平
成
14
年
６
月
初
当
選
し
、
15
年
10
月
２
期
目
の

当
選
を
果
た
し
、
総
文
福
祉
常
任
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
し
た
。�

　
こ
こ
に
遺
影
を
掲
載
し
、
敬
意
を
表
し
、
慎
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。�

　
９
月
定
例
議
会
は
、一
般
質
問
８
人
、人
事
案
件
１
件
、陳
情
１

件
、条
例
改
正
・
制
定
、財
産
の
取
得
、
17
年
度
補
正
予
算
、16
年

度
決
算
の
認
定
等
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
公
教
育
で
あ
る
私
立
高
校
を
守

り
発
展
さ
せ
る
た
め
、
私
立
高
校

へ
の
公
費
（
私
学
助
成
）
増
額
・

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
陳
情
。�

�（
陳
情
者
）
新
潟
県
私
学
の
公
費

助
成
を
す
す
め
る
会�

�

　
　
　
　
　
会
長
　
宮
下
弘
治�

�
�　

採
択
、
意
見
書
提
出�

�

日
本
の
公
教
育
は
、
公
立
、
私

立
学
校
の
両
輪
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
る
、
教
育
条
件
の
向
上
、
改

善
、
保
護
者
負
担
の
軽
減
及
び
私

学
経
営
の
健
全
化
を
め
ざ
す
私
学

助
成
制
度
を
尊
重
し
、
そ
の
堅
持

を
求
む
。�

（
提
出
先
）　
内
閣
総
理
大
臣
、
文

部
科
学
大
臣
、
財
務
大
臣
、
総
務

大
臣
、
衆
、
参
議
院
議
長
、
新
潟

県
知
事�

　
江
村
か
お
る
氏
の
再
任
に
同
意�

�

平
成
17
年
11
月
９
日
任
期

満
了
に
よ
り
、
江
村
か
お
る

氏
を
教
育
委
員
に
再
任
す
る

こ
と
の
同
意
が
決
ま
り
ま
し
た
。�

　６月定例議会で示されたグリーンピア津南の購入価格より935万円下回る、２億370万円（うち

消費税770万円）で年金資金運用基金より購入することが議決されました。即納金4,690万円を本

年９月30日に支払い、残金は平成18年から27年までの10年間で均等に支払うことになります。�

教
育
委
員
の
任
命�

山農道を土砂がふさぐ（越手集落）�

側壁がくずれる（越手集落）�条
例
制
定
・
改
正�

財産取
得�

取得資産内訳�
（1）土地　609筆（3,796,196.48㎡）�

（2）建物　66施設（延べ床面積 38,793.52㎡）�

（3）その他当該土地に存在する構築物、立木竹 一式�

陳
情�

グリーンピア津南購入�グリーンピア津南購入�

定
例
議
会�
9月�9月�

補正予算�
災害復旧費（融雪災害８/15.16水害）３億2,022万７千円を含む�

総額４億3,494万４千円が補正されました。�

一般会計�

災害復旧費増　国庫補助金　　　3,105万円�

�　　　　　　県補助金　　１億3,668万1千円�

�　　　　　　分担金　　　　　1,703万３千円�

�　　　　　　町　債　　　　　7,570万円�

�　　　　　　一般財源　　　　5,976万３千円�

�　　　　　　　　　　　 （３億2,022万７千円）�

衆議院議員選挙費（専決処分）　　1,411万円�

その他　　　　　　　　　　　　　 34万８千円�

簡易水道特別会計�

秋成反里口、津南原水道本管布設工事増 他�

�　　　　　　　　　　　　　　　2,020万円�

下水道事業特別会計�

水道管移設補償料増等　　　　  561万６千円�

農業集落排水事業特別会計�

維持管理費（修繕料増）等　　　　　  272万円�

国保会計�

基金積立金（前年度繰越金）　　　2,000万円�

医療費拠出金等増　　　　　　　1,099万円�

介護保険�

基金積立金（前年度繰越金）　　2,054万４千円�

償還金利子及び割引料増　　　2,018万９千円�

大
平
玄
三
議
員
急
逝�

条例制定・改定・陳情決まったこと
津南町議会だより
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全員�
賛成�

　
平
成
16
年
度
一
般
会
計
、

特
別
会
計
決
算
が
上
程
さ
れ
、

決
算
総
額
、
歳
入
１
１
４
億

４
、
９
７
８
万
円
（
前
年
比

10
・
９
％
減
）、
歳
出
１
１
１

億
１
、
３
２
６
万
円
（
前
年

比
10
・
８
％
減
）、
差
し
引
き

残
高
３
億
３
、
６
２
２
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
各
会
計
の

歳
入
歳
出
と
も
昨
年
を
上
回
っ
た
の
は
、
国
民
健
康

保
健
特
別
会
計
、
介
護
保
健
特
別
会
計
だ
け
で
し
た
。�

�

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
60
億
５
、４
３
６
万
円
（
前

年
比
10
億
３
６
４
万
円
14
・
７
％
減
）
歳
出
58
億
７
、

８
１
６
万
円
（
前
年
比
10
億
２
、
５
３
３
万
円
14
・
９

％
減
）
と
歳
入
、
歳
出
と
も
に
減
額
と
な
り
ま
し
た
。�

�

歳
入
で
前
年
度
よ
り
増
え
た
の
は
、
地
方
譲
与
税

（
２
、６
２
５
万
円
）
地
方
消
費
税
交
付
金
（
１
、０
７

７
万
円
）
等
で
あ
り
、
減
少
し
た
の
は
町
税
（
１
、８

９
７
万
円
）
地
方
交
付
税
（
１
億
２
、
８
２
９
万
円
）

国
県
支
出
金
（
３
億
８
、０
８
９
万
円
）
等
で
し
た
。�

�

歳
出
で
は
、
総
務
費
（
１
、７
０
２
万
円
）
土
木
費

（
１
、
４
２
６
万
円
）
災
害
復
旧
費
（
６
２
５
万
円
）

が
前
年
度
よ
り
増
額
と
な
り
、
衛
生
費
（
５
、３
１
４

万
円
）
農
林
水
産
費
（
５
億
１
０
８
万
円
）
教
育
費

（
４
億
１
、５
９
７
万
円
）
公
債
費
（
３
、９
３
０
万
円
）

が
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
大
幅
に
減
額
と
な
っ
た
農

林
水
産
費
は
農
と
縄
文
の
体
験
館
工
事
の
終
了
、
国

営
開
発
事
業
償
還
金
等
の
支
出
減
、
教
育
費
で
は
津

南
中
学
校
建
設
費
等
の
減
少
が
主
な
要
因
で
す
。�

地  震  の  つ  め  跡�

¡国民健康保険（全員賛成）�

�歳　入　　10億6,553万円�

�歳　出　　 9億5,843万円�

�差　引　　 1億  710万円�

�月平均被保険者数　5,717人�

¡老人保健（賛成多数）�

�歳　入　　16億7,393万円�

�歳　出　　17億  990万円�

�差引額　　　▲3,597万円�

（17年度予算より繰上げ充用）�

¡下水道事業（全員賛成）�

�歳　入　　10億1,900万円�

�歳　出　　 9億9,349万円�

�差引額　　　　2,551万円�

¡簡易水道（全員賛成）�

�歳　入　　 2億8,322万円�

�歳　出　　 2億7,976万円�

�差引額　　　　  346万円�

¡介護保健（全員賛成）�

�歳　入　　 9億6,423万円�

�歳　出　　 9億1,550万円�

�差　引　　　　4,873万円�

�受給者数　　　　  527人�

¡農業集落排水（全員賛成）�

�歳　入　　 3億2,494万円�

�歳　出　　 3億1,705万円�

�差引額　　　  　789万円�

¡スキー場会計（全員賛成）�

　歳　入　　　　6,426万円�

�歳　出　　　　6,097万円�

�差引額　　　　  329万円�

一般�

会計�
general account

庁舎内の清掃を業者に委託しているが、これらを軽減できないか。�
また、職員で出来る部分は無いのか。�

庁舎の清掃は維持管理に直結する部分。ワックス掛け等専門でないと出来ない。�
当然職員も毎朝早く出勤し、身の回りの清掃はしている。�

「なじょもん」の入館料が予算に比べかなり少額である。維持費もかなりかかるなか、�
今後有効的な使い方は。�

当初予算では企画展でいただく予定であった。昨年の企画展は４件で�
その内有料だったのは１件のみである。無料入場者が２万7,000人くらい。�
本年から入館料をいただくこととした。�

農業公社の決算書の中身がわかりにくいが説明を。�
また、共有地を提供している集落との文書による契約書はあるのか。�

今年度からバランスシートを初めて作った。県の地域農政推進課の指導と�
バランスシートが合っていないので、今後見直す必要がある。共有地の件は�
集落共有地を農業公社名義に変えるとき契約書を取り交わしてある。�

新エネルギービジョンは今どのように進んでいるのか。�

小松原で風力発電の実験をしている。小水力では土地改良区と水利権の�
調整をしている。�

電算処理費が毎年3,000万からでているが、津南の業者を利用できないか。�

法改正に合わせてシステムを変えなければならない。法に精通したスタッフが�
いないと対応できないのが実態だが、考えさせてほしい。�

津南醸造の再建が可能との根拠と先に行くほど増える負債と現経営者の任命責任は。�

営業のやり方を変え、全職員が一丸となって取り組むことが必要。経営者を選んだ�
責任は私たちだが、監事だけで判断は出来ない。その時には関係者全員と相談する。�

中越地震による土器の修復がなされているが、今後、地震対策はどう考えているのか。�

展示してある部分は免震構造をとっていない。建物自体を免震構造にするか、�
免震構造の展示ケースにするか、どちらかしかない。重要な物から免震構造の�
ケースに入れる方法が無いか考えている。�

スキー場会計繰り出し金が予算に比べ増額されているがその内容は。�

活性化センターに業務全体を委託する形を含め、リフト収入、入り込みが�
計画より少ない方向になったことも含め増額させていただいた。�

事業完了により減額も�
自然災害による復旧費が増額�
事業完了により減額も�
自然災害による復旧費が増額�

歳　入  60億5,436万円�

歳　出  58億7,816万円�

差　引  １億7,620万円�

（全員賛成）�
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自律元年新たな営農への構築を�自律元年新たな営農への構築を�自律元年新たな営農への構築を�

　
　
町
誕
生
か
ら
50
年
、
厳
し
い

行
財
政
改
革
の
も
と
自
律
元
年
と

し
て
、
総
合
振
興
計
画
の
見
直
し

の
中
、
特
に
農
業
を
取
り
巻
く
産

業
の
振
興
と
合
わ
せ
、
町
全
体
の

魅
力
あ
る
方
向
づ
け
を
。�

　
　   

食
料
自
給
率
の
低
迷
と
輸

入
増
加
等
厳
し
い
が
、
山
麓
事
業

中
心
に
農
業
生
産
活
動
は
拡
大
し

伸
び
て
い
る
。
恵
ま
れ
た
環
境
を

活
か
し
、
農
、
工
、
商
の
総
合
的

一
貫
し
た
振
興
を
図
る
。�

����

　 

機
構
改
革
の
一
貫
と
し
て
、

庁
舎
内
配
置
の
見
直
し
に
よ
り
、

事
務
事
業
は
効
率
上
問
題
は
な
い

か
。�

　
　   

行
財
政
改
革
と
三
位
一
体

の
中
で
実
施
し
た
。
事
務
机
配
置

の
対
面
方
式
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
で
、
全
組
織
改

革
と
も
リ
ン
ク
す
る
。
若
干
と
ま

ど
い
の
面
も
あ
る
が
理
解
さ
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。�

����

　
　
今
の
在
校
生
並
び
に
保
護
者

の
間
に
進
学
先
へ
の
不
安
要
素
が

多
々
あ
る
。
町
の
対
応
は
。
ま
た

中
高
一
貫
も
全
地
域
説
明
を
。�

�

　
　
　 

十
日
町
高
校
と
十
日

町
総
合
高
校
の
学
級
増
に
よ
り
今

ま
で
通
り
心
配
な
い
。
通
学
等
の

配
慮
も
前
向
き
に
進
め
る
。
中
高

一
貫
に
つ
い
て
も
一
層
の
理
解
に

努
め
進
め
て
い
く
。�

¡樋 口　松 雄 議員�

町長：「町の産業はひとつ」を基に振興を図る�

¡

草  

津 

　  

進 

議
員�

産
業
の
振
興
と
魅
力
の�

あ
る
方
向
づ
け
を 

中
学
生
へ
の
配
慮
と�

全
地
域
内
へ
の
説
明
を�

役
場
組
織
機
構
の�

再
改
善
を�

　
　
「
自
律
元
年
」
そ
の
導
き
と

地
域
の
戦
略
を
立
て
、
実
行
し
て

い
く
た
め
の
必
要
が
あ
る
。
継
続

は
力
な
り
、
５
選
出
馬
の
意
欲
は
。

　
　
　
市
町
村
合
併
の
課
題
が
あ

る
な
か
で
、
正
直
言
っ
て
こ
の
辺

が
節
目
と
考
え
て
い
る
。
町
の
活

性
化
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
自
律
の
責
任
を
重
く
受
け
止

め
て
い
る
。�

　
　�

���

　
　
津
南
町
に
お
け
る
公
共
施
設

の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
状
況
を
把
握

さ
れ
た
か
。
学
校
内
で
の
調
査
は
。

　
　
　
調
査
は
学
校
・
保
育
園
、

病
院
等
、
全
１
３
３
施
設
に
つ
い

て
施
工
業
者
に
依
頼
し
て
現
場
で

調
査
を
し
た
結
果
、
８
施
設
に
確

認
が
と
れ
て
い
な
い
。
検
査
機
関

に
サ
ン
プ
ル
及
び
検
査
を
委
託
す

る
予
定
で
あ
る
。
２
校
に
お
い
て

可
能
性
の
あ
る
建
材
の
使
用
が
あ
っ

た
。
ボ
イ
ラ
ー
室
、
放
送
室
に
限

定
さ
れ
て
い
た
。
今
後
建
築
業
者

と
相
談
し
て
対
応
し
て
い
く
。�

　�

���

　
　
五
百
万
石
の
作
付
け
と
酒
の

生
産
量
の
バ
ラ
ン
ス
は
。�

　
　
　
固
定
販
売
ル
ー
ト
が
な
く

在
庫
調
整
で
製
造
量
を
落
と
し
た
。�

５
選
出
馬
の
意
欲
は�

ア
ス
ベ
ス
ト
の�

　
　  

実
態
調
査
は�

津
南
醸
造
の�

　
　  

販
売
推
移
は�

町
長
‥
自
律
を
全
う
す
る
責
任
が
あ
る�

今年も賑わったひまわり畑�

自律町づくりのリーダー�

問�問�

問�

町
長�

町
長�

町
長�

問� 問�町
長�

問� 町
長�

教
育
長�

自
律
を
選
択
し
た
津
南
町
そ
の
責
任
は

自
律
を
選
択
し
た
津
南
町
そ
の
責
任
は�
自
律
を
選
択
し
た
津
南
町
そ
の
責
任
は

自
律
を
選
択
し
た
津
南
町
そ
の
責
任
は�
自
律
を
選
択
し
た
津
南
町
そ
の
責
任
は�

町長の五選は�町長の五選は�町長の五選は�

　
　
小
林
町
政
誕
生
よ
り
、
早
く

も
15
年
が
過
ぎ
た
。
来
年
７
月
改

選
に
出
馬
は
ど
う
か
。�

　
　   

町
自
律
の
意
味
で
責
任
を

重
く
受
け
止
め
て
い
る
。
さ
ら
な

る
責
任
を
全
う
す
べ
き
で
あ
る
と

思
い
を
強
く
し
て
い
る
。
町
民
、

議
会
か
ら
の
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
所
で
あ
る
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。�

����

　  

早
期
完
通
を
願
う
法
線
上
に

農
薬
問
題
が
有
る
が
、
県
、
町
の

対
応
は
ど
う
か
、
又
今
後
の
見
直

し
は
。�

　
　  

農
薬
防
除
に
よ
る
残
留
性

に
関
係
の
あ
る
Ｂ
Ｈ
Ｃ
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ

等
を
昭
和
46
年
に
国
は
埋
設
処
理

を
す
る
よ
う
に
県
に
発
令
を
し
た
。

県
内
で
は
97
ヶ
所
４
７
９
トン
と
聞

い
て
い
る
。
本
町
は
一
ヶ
所
で
３

８
７
９
・
９
㎏
を
処
理
し
た
。
県

は
平
成
20
年
ま
で
に
無
害
化
処
理

を
す
る
。
本
町
は
第
一
段
階
に
次

年
度
埋
設
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
し
、

周
辺
の
土
壌
調
査
、
19
年
に
埋
設

農
薬
の
処
理
を
行
う
。
卯
ノ
木
線

は
埋
設
付
近
手
前
ま
で
来
て
い
る

の
で
次
年
度
よ
り
農
薬
処
理
を
し

な
け
れ
ば
工
事
は
進
ま
な
い
。
経

費
は
国
、
県
の
補
助
を
受
け
て
行

う
予
定
で
あ
る
。�

¡五十嵐  英教 議員�

町長：思 い は あ る�

¡

大 
平
　
謙 

一 

議
員�

小
林
町
政
５
選
は�

卯
ノ
木
、豊
船
橋
間
の�

農
薬
処
理
は�

　
　
災
害
復
旧
支
援
隊
の
考
え
は

良
い
事
と
思
っ
て
い
る
。
住
民
に

本
当
に
喜
ば
れ
る
支
援
が
出
来
る

よ
う
に
、
公
平
な
出
動
基
準
、
仕

事
の
内
容
等
や
支
援
へ
の
指
導
、

又
、
出
動
中
の
職
員
の
安
全
確
保

や
出
勤
欠
勤
の
扱
い
な
ど
は
ど
う

な
る
の
か
。�

　
　
　
高
齢
化
世
帯
や
小
集
落
等

は
緊
急
を
要
す
る
身
の
回
り
の
後

片
付
け
、
生
活
用
水
の
確
保
等
も

困
難
な
場
合
も
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
人
力
程
度
で
あ
る
が
、
災

害
復
旧
作
業
を
応
援
し
、
町
民
に

安
心
感
を
与
え
た
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
町
職
員
に
よ
る
災
害
復
旧

支
援
隊
を
組
織
し
た
。
支
援
作
業

は
宅
地
周
辺
の
土
砂
の
撤
去
や
家

屋
の
掃
除
、
生
活
用
水
の
確
保
な

ど
人
力
作
業
を
主
と
す
る
。
支
援

対
象
者
は
高
齢
者
世
帯
、
高
齢
者

の
多
い
集
落
、
出
動
は
本
人
又
は

集
落
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
、

現
地
調
査
を
し
決
定
す
る
。
出
動

は
業
務
扱
い
で
あ
る
。�

����

　
　
入
札
と
契
約
事
務
の
一
元
化

の
効
果
は
。
又
、
発
注
者
と
し
て

予
定
価
格
引
き
下
げ
に
新
工
法
等

の
勉
強
は
し
て
い
る
か
。�

　
　
　
一
元
化
は
公
平
、
公
正
の

確
保
で
あ
り
、
事
業
費
の
節
約
に

は
リ
ン
ク
す
る
も
の
で
は
な
い
。�

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
隊
の�

働
き
は
何
か�

落
札
率
は
下
が
っ
た
か�

町
長
‥
災
害
復
旧
を
応
援
し
安
心
感
を
与
え
た
い�

農薬処理と工事継続が待たれる豊船線�

地域ボランティアにより水害の�
田から除去されたゴミ�

問�

問�

町
長�

町
長�

問�

問�町
長�

町
長�

災
害
支
援
隊
の
出
動
基
準
は

災
害
支
援
隊
の
出
動
基
準
は�

災
害
支
援
隊
の
出
動
基
準
は

災
害
支
援
隊
の
出
動
基
準
は�

災
害
支
援
隊
の
出
動
基
準
は�

一般質問一般質問
津南町議会だより

2005.10.18

津南町議会だより

2005.10.18

7 6



津南醸造㈱の将来展望は�津南醸造㈱の将来展望は�津南醸造㈱の将来展望は�

　
　
酒
造
会
社
設
立
以
来
多
額
の

借
入
金
に
加
え
、
売
り
上
げ
が
激

減
し
経
営
は
厳
し
い
。
公
金
を
投

入
し
新
事
業
を
発
案
、
主
導
、
具

現
化
し
た
行
政
の
責
任
は
重
い
と

考
え
る
。
こ
れ
以
上
傷
口
を
大
き

く
し
な
い
た
め
に
も
、
設
立
10
年

に
な
ろ
う
と
す
る
今
日
、
設
立
目

的
を
再
確
認
し
抜
本
的
経
営
改
善

を
。�

　
　
　
農
協
の
理
事
会
で
提
案
さ

れ
た
も
の
で
町
の
発
案
で
は
な
い
。

補
助
金
を
頂
く
都
合
上
、
手
続
き

を
踏
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
赤

字
の
大
き
な
要
因
だ
っ
た
在
庫
処

分
も
終
わ
っ
た
。
前
向
き
の
考
え

方
で
営
業
体
制
を
強
化
し
、
販
売
、

消
費
拡
大
に
積
極
的
に
協
力
す
る
。

日
本
食
研
が
ア
メ
リ
カ
へ
の
輸
出

を
と
い
う
提
案
も
あ
り
議
論
、
検

討
し
て
い
る
。
　
　�

　
　
損
益
分
岐
点
売
上
高
は
。�

�

　
　
　
　
　
　
　 

第
52
期
で

８
、７
０
０
万
円
位�

����

　
　
町
が
出
資
、
出
捐
を
行
っ
て

い
る
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
の
株
式

会
社
の
経
営
悪
化
に
よ
る
債
務
整

理
に
係
る
公
的
支
援
の
在
り
方
及

び
補
助
金
投
入
の
判
断
基
準
は
。�

�

　
　
基
本
的
な
責
任
範
囲
は
出

資
の
範
囲
内
で
あ
る
。
判
断
基
準

は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に
必
要

か
ど
う
か
で
あ
る
。�

¡藤ノ木  富有 議員�

収入役：５年後売上高１億2,000万円をめざす�

石綿水道管の健康被害はないのか�石綿水道管の健康被害はないのか�石綿水道管の健康被害はないのか�

¡藤ノ木  浩子 議員�

町長：健康上の問題なしが厚労省の見解�
¡

大  

口 

　  

武 

議
員�

行
政
責
任
の
重
要
性
に�

鑑
み
強
力
な
後
押
し
を�

三
セ
ク
破
綻
処
理
の�

　
町
の
関
与
の
あ
り
方�

　
　
世
界
一
の
農
産
物
の
輸
入
国

で
あ
る
の
に
小
泉
首
相
は
「
農
業

鎖
国
は
続
け
ら
れ
な
い
」
「
外
国

農
産
物
と
の
競
争
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
農
業
構
造
改
革
は
待
っ
た
な

し
だ
」
と
発
言
し
た
。
こ
れ
は
農

産
物
の
関
税
の
一
層
の
引
き
下
げ

と
輸
入
拡
大
を
行
う
と
い
う
こ
と

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
コ
メ
の
輸
入

原
価
は
一
俵
４
千
円
程
度
で
あ
り

大
規
模
農
家
で
も
競
争
に
な
ら
な

い
。
小
泉
農
政
改
革
は
津
南
農
業

を
困
難
に
す
る
だ
け
だ
。
町
長
と

農
委
会
長
の
見
解
を
求
め
る
。
　�

　
　
　
Ｗ
Ｔ
Ｏ
体
制
の
も
と
日
本

農
業
は
悪
循
環
に
あ
り
内
憂
外
患

の
状
況
で
あ
る
。
新
た
な
経
営
安

定
対
策
も
津
南
の
農
家
が
対
象
に

な
る
か
は
不
明
だ
。
基
本
的
食
料

以
外
の
農
産
物
の
コ
ス
ト
削
減
は

限
度
に
あ
り
、
そ
の
認
識
の
上
で

の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
対
策
、
国
内
農
業
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。�

　
多
様
な
農
業
生
産
、
日
本
型
食

生
活
の
維
持
、
農
村
文
化
の
継
承
、

国
土
の
保
全
の
た
め
に
担
い
手
農

家
だ
け
で
な
く
兼
業
農
家
、
多
様

な
農
家
の
存
在
が
極
め
て
重
要
で

あ
る
。
津
南
農
業
の
生
産
は
増
加

し
て
お
り
、
津
南
と
し
て
の
農
業

立
町
を
今
後
も
進
め
て
い
く
。�

�

　
　
　
　 

経
営
安
定
対
策
も

全
て
の
農
家
を
対
象
と
す
べ
き
で

あ
り
２
階
、
３
階
建
て
の
部
分
で

担
い
手
農
家
や
作
目
に
よ
る
支
援

を
す
る
の
が
津
南
に
合
っ
て
い
る
。�

大
規
模
農
家
で
も�

　
　
競
争
に
な
ら
な
い�

町
長
‥
津
南
と
し
て
の
農
業
立
町
を
進
め
る�

新酒が仕込まれるタンク上層部�

家族経営で頑張る農家�

問�町
長�

農
委
会
長�

問�町
長�

問�問�町
長�

収
入
役（
監
査
役
）�

小
泉
農
政
改
革
に
反
対
せ
よ

小
泉
農
政
改
革
に
反
対
せ
よ�
小
泉
農
政
改
革
に
反
対
せ
よ

小
泉
農
政
改
革
に
反
対
せ
よ�
小
泉
農
政
改
革
に
反
対
せ
よ�

　
　
日
本
は
９
９
０
万
ト
ン
も
の

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
を
輸
入
し
、

そ
の
９
割
以
上
が
建
築
材
料
に
加

工
し
、
消
費
さ
れ
て
い
る
。
石
綿

被
害
は
、
建
設
労
働
者
や
製
造
工

場
周
辺
の
住
民
に
ま
で
被
害
が
拡

大
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
旧
労
働
省
は
34
年
前
に
「
肺

が
ん
を
発
生
す
る
」
「
中
皮
腫
を

発
生
す
る
」
危
険
を
指
摘
し
通
達

を
出
し
て
い
る
。
石
綿
の
有
害
性

を
認
識
し
な
が
ら
、
使
用
を
認
め

対
策
を
放
棄
し
て
き
た
そ
の
責
任

は
重
大
で
あ
る
。
上
水
道
の
石
綿

管
使
用
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い

て
の
認
識
を
伺
い
た
い
。�

�

　
　
エ
タ
ニ
ッ
ト
管
に
よ
る
人

体
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
厚
労

省
は
、
経
口
摂
取
に
よ
る
毒
性
は

極
め
て
小
さ
く
、
ア
ス
ベ
ス
ト
残

量
は
問
題
レ
ベ
ル
に
な
ら
ず
、
水

質
基
準
の
設
定
を
行
わ
な
い
と
し

て
い
る
。Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
構
）

策
定
の
飲
料
水
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

お
い
て
も
定
め
る
必
要
な
く
、
健

康
上
の
影
響
な
い
が
見
解
だ
。�

�

　
石
綿
管
の
残
っ
て
い
る
地
域

の
今
後
の
対
応
は
。�

�

　
　
エ
タ
ニ
ッ
ト
管
の
箇
所
は

公
共
下
水
道
事
業
の
進
捗
に
伴
い

縮
減
し
て
い
る
。
町
営
水
道
で
は
、

津
南
原
５
０
０
ｍ
が
下
水
道
で
入

れ
替
え
と
な
り
、
秋
成
、
反
里
口

水
道
組
合
は
、
17
年
〜
18
年
で
入

れ
替
え
、
よ
っ
て
卯
の
木
の
未
系

列
１
、
０
０
０
ｍ
を
除
き
、
ほ
ぼ

姿
を
消
す
。�

¡

島 
田
　
福 

一 

議
員�

上
水
道
の
ア
ス
ベ
ス
ト
管
は�

大
丈
夫
な
の
か�

　
　
食
の
安
全
、
安
心
を
目
標
に

農
薬
取
締
法
が
改
正
さ
れ
た
が
、

農
家
と
し
て
納
得
の
い
か
な
い
と

こ
ろ
も
あ
る
。
畑
地
畦
畔
へ
の
除

草
剤
の
使
用
基
準
も
そ
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
知
事
と
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
イ
ン
グ
で
見
直
し
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
取
り
上
げ
、
国
ま
で
上

げ
て
く
れ
た
。
農
業
立
町
を
町
是

と
す
る
我
町
は
、
こ
う
い
う
事
案

こ
そ
率
先
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。�

�
    

農
薬
取
締
法
は
過
去
数
回

の
改
正
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
食

の
安
全
、
安
心
の
た
め
に
は
必
要

と
思
う
。�

�

　
　
　  

　
　
　
県
の
出
先
機

関
に
話
し
て
き
た
が
進
ま
な
か
っ

た
。
た
ま
に
は
直
訴
も
必
要
と
思

う
。�

���

　
　
農
業
公
社
集
出
荷
施
設
の
火

災
で
、
新
規
就
農
者
の
農
業
機
械

も
多
大
な
被
害
を
受
け
た
が
、
今

後
の
営
農
に
支
障
の
無
い
よ
う
に

町
と
し
て
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
。
農
事
法
人
を
つ
く
り
、
補
助

事
業
を
受
け
や
す
く
し
た
り
、
農

業
公
社
の
仕
事
の
一
部
を
任
せ
る

こ
と
で
、
経
営
の
よ
り
安
定
も
可

能
と
思
う
が
、
町
の
考
え
は
。�

　   

　
被
害
総
額
１
億
１
、８
０

０
万
円
と
な
っ
た
が
、
建
物
は
早

期
に
再
建
し
、
農
機
に
つ
い
て
は

農
協
に
も
協
力
を
お
願
い
し
、
農

家
の
意
欲
減
に
な
ら
な
い
よ
う
に

し
た
い
。�

�

　
　
　
　 

 

　 
 

そ
れ
ぞ
れ

個
々
の
仕
事
で
手
い
っ
ぱ
い
だ
と

思
う
が
、
話
し
合
っ
て
み
る
。�

畑
地
畦
畔
へ
の
除
草
剤
の�

使
用
を
可
能
に�

新
規
就
農
者
の
営
農
に�

支
障
を
出
す
な�

町
長
‥
食
の
安
全
、安
心
の
た
め
に
は
必
要�

塩ビ管に交換されるエタニット管�

やぶになった法面�

問� 問�町
長�

地
域
振
興
課
長�

地
域
振
興
課
長�

町
長�

問�

問�町
長�

町
長�

農
薬
取
締
法
の
見
直
し
を

農
薬
取
締
法
の
見
直
し
を�

農
薬
取
締
法
の
見
直
し
を

農
薬
取
締
法
の
見
直
し
を�

農
薬
取
締
法
の
見
直
し
を�
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産業建設常任委員会� 総文福祉常任委員会�

●委員長　吉  野　　徹�

中高一貫教育とは…�

●委員長　 草  津　 進�

櫛引町の農産加工工場を視察�

　
平
成
18
年
度
津
南
高
校
募
集
停

止
後
、
中
等
教
育
学
校
が
開
設
予

定
で
あ
り
ま
す
。
総
文
委
員
会
は

す
で
に
開
校
し
て
い
る
柏
崎
翔
洋

中
等
教
育
学
校
と
、
長
岡
市
の
高

齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
こ
ぶ
し

園
の
小
規
模
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
当

日
は
中
等
教
育
学
校
に
津
南
小
学

校
の
保
護
者
６
名
も
同
行
し
説
明

を
受
け
ま
し
た
。�

教
育
目
標
　
主
体
的
に
学
び 

真

理
を
尊
ぶ
と
と
も
に
豊
か
な
人
間

性
や
創
造
力
を
身
に
つ
け
、
国
際

的
な
視
野
に
立
ち
社
会
発
展
に
貢

献
し
得
る
積
極
性
有
為
の
人
間
を

育
成
す
る
。
で
あ
り
ま
し
た
。�

指
導
方
針  

積
極
的
、
基
本
的
学

力
を
培
う
と
と
も
に
、
自
主
的
、

積
極
的
な
学
習
態
度
を
育
成
す
る
・

社
会
規
範
を
尊
重
し
、
厳
し
く
自

己
を
律
す
る
態
度
を
育
成
す
る
・

心
身
を
鍛
練
し
、
た
く
ま
し
い
気

力
、
体
力
を
育
成
す
る
。
挑
戦
、

学
習
指
導
、
進
路
指
導
、
生
徒
指

導
の
重
点
を
設
け
実
践
事
項
を
着

実
に
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
。
前

期
課
程
３
年
、
後
期
課
程
３
年
、

十
分
な
時
間
を
掛
け
て
学
習
を
積

み
重
ね
、
基
礎
学
習
、
応
用
力
な

ど
を
つ
け
る
こ
と
で
し
た
。
行
事

や
体
験
活
動
で
、
体
力
気
力
を
養

う
と
と
も
に
、
社
会
性
や
創
造
力

を
培
う
こ
と
が
で
き
、
６
年
間
一

貫
し
た
学
習
を
と
お
し
て
進
路
将

来
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
わ

か
る
授
業
、
丁
寧
な
授
業
、
数
学

と
英
語
で
は
理
解
に
合
わ
せ
た
少

人
数
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
柏
崎
市
立
中
学
校
よ
り
３

年
間
で
２
１
０
時
間
も
学
習
時
間

が
多
く
、
毎
日
２
時
間
分
の
宿
題

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。�

�

体
験
学
習
、
ス
キ
ー
合
宿
、
特

別
学
習
も
盛
り
込
ま
れ
楽
し
い
中

身
で
あ
り
ま
し
た
。
教
育
水
準
は

確
実
に
上
が
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
参
加
さ
れ
た
保
護
者
の

皆
さ
ん
も
中
等
教
育
学
校
の
中
身

が
わ
か
り
、
不
安
を
払
拭
し
た
よ

う
で
す
。�

�

高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
こ

ぶ
し
園
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
24

時
間
３
６
５
日
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
、
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
も
３
６
５
日
午
前
７
時
30
分

か
ら
夕
方
６
時
30
分
ま
で
提
供
し
、

夜
間
緊
急
対
応
の
訪
問
看
護
、
３

食
３
６
５
日
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

安
心
で
利
用
者
か
ら
期
待
さ
れ
て

い
ま
し
た
。�

���

　
７
月
25
〜
26
日
管
外
視
察
と
し

て
山
形
県
藤
島
町
に
て
、
月
山
パ

イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ム
と
ふ
れ
あ
い

給
食
セ
ン
タ
ー
サ
ン
サ
ン
を
、
櫛

引
町
で
は
、
櫛
引
農
工
連
と
フ
ル
ー

ツ
タ
ウ
ン
あ
ぐ
り
を
視
察
し
て
き

ま
し
た
。藤
島
町
は
面
積
約
63�
h
、

人
口
約
１
万
千
人
で
農
業
を
核
と

し
た
資
源
循
環
型
の
町
づ
く
り
を

進
め
、
安
全
安
心
な
食
料
生
産
基

地
を
目
指
し
、
都
市
と
農
村
が
共

存
で
き
る
町
づ
く
り
を
掲
げ
て
お

り
ま
す
。
月
山
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ァ
ー

ム
で
は
有
機
農
法
を
基
本
と
し
た
、

「
だ
だ
ち
ゃ
ま
め
」
の
輪
作
体
型

や
無
添
加
無
着
色
の
漬
け
物
加
工
、

消
費
者
へ
の
直
販
等
説
明
を
頂
き
、

作
付
け
畑
も
見
学
し
て
き
ま
し
た
。�

�

ふ
れ
あ
い
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

小
中
学
校
、
幼
児
施
設
に
１
、
５

０
０
人
分
を
配
給
し
、
地
産
地
消

を
も
と
に
生
産
者
に
よ
る
「
サ
ン

サ
ン
畑
の
会
」（
５
団
体
１
６
人
）

が
結
成
さ
れ
、
生
産
計
画
か
ら
納

入
シ
ス
テ
ム
等
の
説
明
を
伺
い
ま

し
た
。
食
育
か
ら
地
産
地
消
ま
で

大
変
優
れ
た
施
設
で
あ
り
、
今
後

本
町
と
し
て
も
研
究
が
必
要
と
感

じ
ま
し
た
。�

　
２
農
協
の
合
同
出
資
で
あ
る
Ｊ

Ａ
櫛
引
農
工
連
の
視
察
で
は
、
農

産
物
の
付
加
価
値
を
づ
く
り
を
目

指
し
、
醤
油
、
漬
け
物
加
工
を
中

心
に
特
産
品
の
開
発
を
行
っ
て
お

り
ま
し
た
。「
し
な
べ
き
ゅ
う
り
」

は
全
国
的
に
有
名
で
す
。
　�

�

最
後
の
視
察
先
フ
ル
ー
ツ
タ
ウ

ン
あ
ぐ
り
は
、
町
が
設
置
し
農
家

に
よ
る
組
合
に
貸
し
出
し
運
営
を

し
て
お
り
ま
す
。
直
販
所
、
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
、
加
工
施
設
ま
で
一

括
し
た
施
設
で
あ
り
、
消
費
者
と

組
合
員
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
の
施
設
で
も
あ
り
ま
し
た
。�

�

今
回
、
町
に
と
っ
て
も
関
連
が

深
く
、
地
産
地
消
、
農
産
物
の
付

加
価
値
づ
く
り
等
有
意
義
な
視
察

で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
町
づ
く

り
に
お
い
て
大
き
な
問
題
提
起
を

頂
い
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。�

���

　
８
月
15
日
突
然
襲
っ
た
集
中
豪

雨
、
全
町
に
渡
っ
て
大
き
な
被
害

を
残
し
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
全

町
に
お
け
る
被
害
状
況
を
作
況
調

査
と
合
わ
せ
、
同
26
日
実
施
し
ま

し
た
。
町
道
11
ヶ
所
、
農
地
68
ヶ

所
、
林
道
の
崩
落
、
河
川
の
崩
壊

等
公
共
災
、
農
災
で
の
１
日
で
も

早
い
復
旧
が
望
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

農
産
物
に
お
い
て
も
、
河
川
の
氾

濫
に
よ
る
冠
水
や
、
鉄
砲
水
に
よ

る
被
害
も
大
き
く
、
災
害
認
定
に

向
け
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。�

地産地消を基本とした�
　  農業の町づくりを視察�

豪雨により畦と農道が崩れた米原地区�

柏崎翔洋中等教育学校の英語授業�

委
員
会
レ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト�

委
員
会
レ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト�

委
員
会
レ
ポ
ー
ト�

産
業
建
設
常
任
委
員
会�
総
文
福
祉
常
任
委
員
会�

集
中
豪
雨
災
害�

委
員
会
視
察�

集
中
豪
雨
災
害�

委
員
会
視
察�
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私もひと言

　
津
南
町
を
集
中
的
に
襲
っ
た
８
月

16
日
の
水
害
、
９
月
10
日
の
雹
災
害

は
、
町
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
町
で
は
早
急
な
復

旧
対
策
を
講
じ
て
い
る
所
で
す
。
稲

刈
り
真
っ
最
中
で
す
が
、
実
り
多
い

事
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
９
月
定

例
議
会
で
は
、
16
年
度
決
算
の
承
認
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
購
入
な
ど
。
一

般
質
問
で
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
、

津
南
醸
造
等
が
質
問
さ
れ
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
広
報
委
員

２
年
目
と
な
っ
た
私
で
す
が
、
皆
様

に
読
み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
広

報
編
集
に
努
め
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
の
御
意
見
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。（
眞
）

　結婚を期に柏崎市から津南町に戻り、早くも半

年が経ちました。東京から柏崎と、５年の間津南

を離れ、それぞれの町に、それぞれの良い所があ

りその地を離れるのは、勿体ない気もしました。

津南に戻るとやはり、生まれ育った環境に温かみ

を感じました。津南には自然が沢山あり水も美味

しく、人情味あふれ「伝統的」な事や物が数多く

あると思いますがその反面、私と同年代の人の少

なさに淋しさを覚えました。世の中では少子、高

齢化が大変問題になっていますが、これは津南に

も大きく当てはまる事だと思います。その為にも

若い人達が働け、戻って来たいと思う町創りが大

切なのではないでしょうか。伝統を大切にしながら、

どんどん新しい物を取り入れ、他の市町村に住む

人が移り住みたくなるような町政策をしてもらえ

たらと思っています。

「津南町に思うこと」
関谷　雄輔さん

正　面

十二ノ木

　ある会で「議会傍聴」が取り上げられ行く機会

ができ、参加することができました。仕事の関係

で傍聴に行けない、また顔見知りの議員の話も聞

いてみたいけど一人で行くのは少し抵抗があると思っ

ている人は大勢いる。そのような人達のために議

員さんは津南町のためにどのような活動、仕事を

してくれているのかを取り上げて記載されてある

のが議会だよりです。私はたった一度きりの傍聴

でしたが、議員さん一人ひとりが町民の声をどの

ように町政に届けているのか。それを反映させて

いるのか。これからの津南町をどのように発展さ

せてくれるのだろうか。やはり実際に見て聞く事

で議員さんの見たことの無い一面や町政側の反応、

その意気込みが伝わってとても良い経験と勉強を

させていただきました。津南町に議員がこんなに

大勢いるけど、町のためにちゃんと仕事をしてい

るのかしら？って思われている方や傍聴に行って

みたいけど行けない方のためにも是非、見て聞け

るような行きやすい議会、行政、町民のフリートー

クのような懇談会の場を作っていただけたら、きっ

と町民も行政側も良い刺激となり、より良い町づ

くりができるのではないでしょうか。

「議会傍聴」
山田　千鶴さん

シリーズ・町民の声
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